
西中間ヒサエさん 期待します の原点ヒ サエ

ご相談は☎098（885）4789 首里赤平町1-4-1

●1974年那覇市生まれ。●古蔵小、古蔵中、南部商業高校
（定時制）卒。●那覇市身体障害者福祉協会に勤務、（株）ニ
チイ学館から派遣され、沖縄赤十字病院で看護助手として
働く。●夫と自営業（建設会社）を営むなか民主商工会の活
動に参加。●渡久地修事務所生活相談員。●市議2期。
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私は障がいのある両親（父・南城市出
身、母・伊平屋村出身）のもと生まれまし
た。まずしさの中で不自由がある中で一
生懸命頑張って働いている両親を見て
育ちました。
両親からは「弱い立場にある人の味
方になりなさい」と教えられてきました。その意味
を知る度に、障がいのある人もない人も安心して
暮らせる社会実現が大切だと誰一人取り残さない
優しい社会を実現したい。それが私の原点です。

障がい者の両親のもとで

29歳で日本共産党に入党し、渡久地修事務所で
相談員に。
事務所へ生活に困って駆け込んできた方がいま

した。相談にのり、役所などを行来して解決をした
時、その方が「明日から安心して生活できる」と話し
てくれた事は相談活動の大切さを実感しました。

渡久地修県議事務所で相談員

高校卒業後は、那覇市身体障害者福祉協会で働
き、行く場所がなく困っている高齢者や、重度の障
がいがある方など、一人ひとりの障がい者と向き

合いサポートしてきました。
その後、ニチイ学館で介護を学
び、沖縄赤十字病院で看護助手と
して働き、医療、福祉の大切さを
現場から学びました。

福祉の現場で働く
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2025年6・７月号外
発行：沖縄民報社
日本共産党は那覇市議選の予定
候補者と見解を発表しました。
那覇市前島3-1-17　喜久山ビル
３階 電話098-869-8108
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ひとり親家庭支援の拡充
「新型コロナで一斉休校の
とき、働く母親、特にひとり親
の女性が子供を預けることが
できず、仕事を休まざるを得な
くなり、収入減や無収入に」
（2020年12月議会）　と拡充を求め、児

童扶養手当受給のひとり親世帯

の児童１人に対し１万円支給に。

　　　中学生無料、
　　　小学生半額補助
「憲法は義務教育の無償化
を定めています」（2023年6月議会）　　
―――私たち共産党はくり返し給食

費の無償化を求めました。

県が中学生の無償化を打ち

出すなか、４月から実施になりま

した。

声を議会で取り上げて
○末吉公園の遊具が使用禁止の

ロープがされたままに。子ども達

が安全に利用できるように、整

備を求めて、その後新しい遊具

が設置されました。

○首里金城町チニンビラの排水

路と道路が大雨で決壊陥没との連絡を受け、すぐに現場で調査し、

市と交渉。その後、改修と補修が完了しました。

○「首里山川町下水道整備と里道整備」を2019年6月議会より、何

度も取り上げて、現在整備工事が行われています。

「米兵による蛮行、性犯罪について断じて許せません。
被害者の恐怖と苦しみを思うと胸が締めつけられ、悲
しみと憤りがあふれてきます」（2024年9月議会）――米軍基
地あるがゆえに戦後80年、沖縄県民と女性は耐え難い
苦しみを強いられています。
私は、戦争を経験した両親から「いくさやならんど
ー」と教えられてきました。
「戦争につながる新基地建設はストップ」「日米地位
協定は見直しを」――私は、オール沖縄を支えて、基地の
ない平和で豊かな沖縄へ全力をあげます。

物価高騰対策

市へ緊急申し入
れ

　　　　　　　
2025年４月１日

貧困か　
　ら子どもたちを守る人

学校
給食費

西中間ヒサエ
福祉の現場の経験いかし
障がい者の声届ける人

ポータブル電源が
補助の対象に
「台風６号で、２万7070世
帯が停電。人工呼吸器やたん
吸引機などを使用して、電源
を必要とする医療的ケア児
などは、命に関わる危険な状
況」（2023年9月議会）と取り上げて、ポ
ータブル電源が補助の対象に。

ヘルパー利用時間拡大
2018年6月議会で、屋外の

移動が困難な方々へのガイド
ヘルパーによる外出支援の

拡充を求めました。視覚障がい
者のヘルパー利用時間が月

32時間から46時間へ拡大。

紙おむつ給付が拡充
先進の横浜市、大津市の例

を示し、身体障がい者への「紙
おむつ給付対象の拡充」（2020
年9月議会）を求めました。

在宅の身体障害者手帳の

所持者に加え、療育手帳重度

の方へも対象に。有料老人ホー

ムやグループホーム入所者も給

付対象になりました。

ストーマ装具の
給付基準額が増額
「直腸がん、膀胱がんなど
の後遺障害で腹部に排泄口
を開けたオストメイトの方々
の装具の給付基準額が約30
年間据え置かれている」（2024年
9月議会）と問題にして、蓄便袋の基

準額が660円、蓄尿袋の基準

額が900円、それぞれ増額に。

高齢
者の補聴器購入へ補助
2021年度から実施。対象拡

大と補助の増額を求めました。

●障がい者の移動支援拡充を
●国保・介護保険の軽減を
●ケア労働者の待遇改善を ●小学校と保育所の給食費ゼロを●18歳まで医療費ゼロを

「米兵による性犯罪は許せない」
「いくさやならんどー」戦争体験の両親の教えを忘れずに

弱い立場の人に寄り添う

●全世帯と子ども食堂にお米券の配布。
●困窮家庭に向けて、水道料金の減免、電
気・ガス・ガソリン代補助。●国保税１世帯
１万円減税など、市へ申し入れました。

渡久地修県議と　
力あわせて解決へ頼れる相談相手
●高齢者へバス・モノレールの交通費補助を

写真は4月25日、米兵の性犯罪に対して沖縄防衛局に抗議の申し入れ


